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様式第４号（第７条関係）（その３）

  平成３１年度　中学校教育課程編成表
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 はつらつと心豊かに
  たくましく生きる力の育成

　○学力の定着を図り、主体的に学ぶ態度を育成する。
　○自他を尊重し、互いに認め支え合う集団を育成する。
　○健康的な生活習慣を確立し、強い心と体を育てる。
　○将来を展望し、自己の生き方を考える意欲を育てる。

１.総合的な学習の時間
　　○プロジェクト学習として必修型と選択型
　　　の２パターンを実施する。
　　○プログラミング学習で育成するプログラ
　　　ミング的思考力やプレゼンテーション力
　　　を、各プロジェクト学習に生かす。

　Ａ 必修型プロジェクト学習
　　1年　新見発見プロジェクト
　　2年　新見体験プロジェクト
　　3年　新見貢献プロジェクト
　　共通 プログラミングプロジェクト
　　　　 キャリアアッププロジェクト
　
　Ｂ.選択型プロジェクト学習
　　１・２年
　　　必修型プロジェクトに関連付けた課題
　　　解決学習を行う。
　　３年
　　　地域の課題を探り、新見の活性化に向
　　　けての提言を行う。

２.一中タイム
　水曜日放課後を一中タイムとして、各教科の
　補充学習や学級・生徒会活動にあてる。

３.朝読書
　毎日始業前２０分間を読書活動に充てる。
　読書習慣の定着と、落ち着いた学習環境づく
　りの一環として実施する。

４.家庭学習
　「一中型家庭学習のスタンダード」に基づ
　き、自ら学ぶ力を育成する。
　計画的な宿題・学びノート・学習支援の3つ
　を柱にして、家庭学習時間の確保と充実を
　目指す。
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  新見市立新見第一中学校

　小藤　一成   　印　　　
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様式第５号（第７条関係）（その２）
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60 ＜   ＞ ＜6＞ 70 ＜13＞
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新見市立新見第一中学校
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平成３１年度 中学校特別支援学級教育課程編成表
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はつらつと心豊かに
たくましく生きる力の育成

〇活力ある生活をするための資質や習慣を身につける。
〇生きるために必要な知識や技能を身につける。
〇よりよく生きようとする意欲や態度を身につける。

141 141 140
106 106 106
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様式第５号（第７条関係）（その２）

印
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875 (83.2%) (81.3%) 845 (82.8%)
36 (3.4%) (3.4%) 35 (3.4%)
60 ＜ ＞ ＜6＞ 70 ＜13＞
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〇人との関わりを円滑にし、よりよく生きようと
 する意欲や態度を身につける。
〇活力ある生活をするための資質や習慣を身につ
 ける。
〇生きるために必要な知識や技能を身につける。
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平成３１年度 中学校特別支援学級教育課程編成表
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はつらつと心豊かに
たくましく生きる力の育成



平成３１年度 学校教育目標及び校内研究主題 

新見市立新見第一中学校 

＜教育目標＞ 

はつらつと心豊かにたくましく生きる力の育成 

 

＜研究主題＞ 

主体的に学び合い、高め合う生徒の育成を目指して 

 

＜研究主任＞  谷岡明日美 

 

＜研究計画の概要＞ 

（１） 授業研修 

「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善を行う。生徒が主体的に学び、

基礎的・基本的な知識や技能を着実に修得しながら学び合い、次の学習に生かそうとす

る態度の育成に向けて、効果的な指導方法を探る。 

（研修方法） 

研修チーム（教科横断型）を編成し、指導方法の研修を OJT 研修により行う。各チー

ム１名が公開授業を計画し、それに向けて協働で授業デザイン・指導案作成や授業のふ

り返りを行う。 

 

（２）特別支援教育に関する研修 

  通常の学級における特別支援教育の観点からの授業づくりや合理的配慮・個別の教育

支援計画における研修を行う。岡山県総合教育センターの学校力向上サポートキャラバ

ン事業を活用し、年間２回講師を迎え、講義・演習を行う。 

 

（３） 「特別の教科 道徳」に関する研修 

本年度から実施される「特別の教科 道徳」について、道徳教育推進教師を中心に、「考

え、議論する」授業や評価について研修を行う。 

 

（４） まとめと評価 

研究実践の記録と評価をまとめ、次年度につなげる。 

 



平成３１年度 校内研修実施計画 

 

 

１ 授業研修チーム  ◎総責任者 谷岡明日美 

教科・領域 公開授業者 実施日 メンバー ○は責任者 

特別支援 藤野 ③ １０月 〇藤井、杉本、上仲 

 

技術科 

 

白神 ④ １０月 〇小林、横見、教頭 

社会科 有西 ② 

 

１０月 〇堀江、安田、岡崎 

保健体育科 前原 ② 

久津間① 

１０月 

１２月 

〇西村、中山、羽柴 

英語科 

 

中務 ① １２月 〇重村、三上、小松 

 注１ ①・・・初任教員 ②・・・2 年目教員 ③・・・３年目教員 ④・・・４年目教員 

  注２ ＯＪＴ研修として位置付ける 

注３ 初任者は１２月に新見市教育委員会の指導訪問をうける 

 

２ 校内研修予定 

実施日 テーマ 内容 研修形態・協力機関 

第１回 ６月 「通常の学級における特別支援教育の

観点を取り入れた授業づくり」について

の研修 

全体研修 

岡山県総合教育センター 

学校力向上サポートキャラバン 

第２回 

 

６月 「特別の教科 道徳」に関する研修 

～「考え、議論する」道徳について～ 

全体研修 

 道徳教育推進教師 

第３回 ７月 公開授業に向けて 

～授業デザインの検討～ 

授業研修 

第４回 10 月 公開授業 

研究協議 

公開授業研修 

 

第５回 10 月 学校における合理的配慮の提供の在り

方、個別の教育支援計画の作成と活用に

ついての研修 

全体研修 

岡山県総合教育センター 

学校力向上サポートキャラバン 

第６回 12 月 初任者授業研修 

保健体育科・英語科 

初任者指導訪問 

 新見市教育委員会 

第７回 ２月 「特別の教科 道徳」に関する研修 

～評価について～ 

全体研修 

 道徳教育推進教師 

 



平成 31 年度 学力向上プラン全体計画 
新見市立新見第一中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中期目標】「思考力・判断力・表現力等」の育成を目指す。 

【中期指標】「まなびノート」（自主学習）を中心とした家庭学習が、「思考力・判断力・表現力等」（「学びに向かう力・人間性等」）

の育成につながるように、授業と関連させた課題を各教科担当で示し、生徒の実践を促す。 

【短期目標】「知識・技能」の確実な定着のため、家庭学習に取り組むことができる生徒の育成を目指す。 

【短期指標】平日家庭学習に１時間以上（１年生 80 分、２年生 90 分、３年生 100 分）取り組む生徒を 70％以上に増やす。 

【家庭との連携】 

・平日に家庭学習に取り

組む生徒の 100％達

成に向けて、特に１年

生の４月を強化月間

とする。その際、学級

通信や家庭訪問、家庭

連絡を通して連絡を

密にする。 

【取組指標】 

★学校の授業以外、平日

に勉強に全く取組ま

ない生徒の割合 

→０％（H30 1.6%） 

【授業づくり】 

○「思考力・判断力・表現力等」を育成する授業づくりを行う。 

○「めあて」と「まとめ」につながりをもたせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【取組指標】 

★「まなびノート」の学習内容についての全教員への周知の徹底 

★授業における「めあて」と「まとめ」の提示の徹底 

【教員の指導力の向上】 

・授業研修において指導

力の向上を図る 

 

 

 

 

 

【取組指標】 

★学校評価において、生

徒や保護者から、授業

に関する肯定的評価

の増加。 

【学力基盤づくり】 

○「知識・技能」を育成するため、国語・数学・英語の課題を毎日出し、家庭学習の習

慣を確立させる。 

○家庭学習の意識の向上に向けて、オリエンテーションや声掛け、クラスマッチ、ノー

トコンテスト等で家庭学習の啓発活動を行う。 

【取組指標】 

★国語・数学・英語の課題の提出率→90％ 

★一中型 家庭学習のスタンダードの周知徹底 

《生徒の学力の課題及び要因の考察》 

<学力の課題>・H30 年度全国学力調査において、国語では、書いた文章を読み返し、伝えたい内容が十分に表されているかを検

討する問題において課題がみられた。数学では主として資料の活用の領域や記述式において全国と正答率に差がみ

られ、生きて働く「知識・技能」の定着が求められる。 

・H30 年度学習状況調査において、平日家庭学習に１時間以上取り組む生徒の割合が全国平均を下回っている。 

（本校 63.7％、全国 70.6％） 

・学校評価においても保護者、教員において「家庭学習」の項目が低い。家庭学習の確立が課題である。 

〈要因〉     ・家庭学習の習慣が定着していない生徒が一定数いる。 

             ・生徒の日々の頑張りを認め、意欲を高める家庭学習の充実を目指した取り組みの共通認識が必要である。 

【重点取組】「まなびノート」と授業の関連付け 

・授業のまとめや予習など、授業と関連付けた「思考力・判断力・

表現力等」「学びに向かう力・人間性等」の育成につながる学習

課題を「まなびノート」で家庭学習させる。 

・「まなびノート」で学習した内容から授業のめあてを設定を行う

など、家庭学習との関連付けを意識した授業づくりを行う。 

【重点取組】 

・わかりやすく意欲を

高める指導の工夫

の実践。 
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平成３１年度　校務分掌

教務部 企画運営 （ 藤井 ） 進路指導主事 （横見）
【主幹教諭】 時間割 （ 藤井・上仲・中山・重村 ） 生徒指導主事 （岡崎）

（藤井） 通学バス （ 教頭 ） 保健主事 （森上）

校内研修 （ 谷岡・藤井 ） 研究主任・学力向上担当 （谷岡）

成績管理 （ 藤井・岡崎・三上・羽柴 ） 道徳教育推進教師 （小林）

生徒情報管理 （ 岡崎 ） 特別支援コーディネーター （杉本）

学籍 （ 藤井 ） 校内チームコーディネーター （岡崎）

教務事務 （ 藤井 ） 小中連携担当 （藤井）

学校行事 （ 藤井 ） 地域連携担当 （教頭）

教育実習 （ 教頭 ） 初任者指導 （村上）

学習指導部 学力向上 （ 谷岡・西村・横見 ） ・国語( 西村）

（上仲） 道徳教育 （ 小林・久津間・有西 ) ・社会（堀江）

総合的な学習 （ 上仲・堀江・白神 ) ・数学（安田）

特別支援教育 （ 杉本・藤野 ） ・理科（中山）

人権教育 （ 堀江・小林・有西 ） ・音楽（上仲）

ICT・プログラミング教育 （ 白神・藤野・藤井 ） ・美術（岡崎）

図書館教育 （ 西村・三上 ） ・保体（前原）
・技家（白神・藤野）
・英語（谷岡）　　　

特別活動部 学年・学級活動 （ 重村・上仲・堀江 ）
（重村） キャリア教育 （ 横見・西村・谷岡 )

生徒会活動 （ 有西・久津間 ）
部活動 （ 前原 ） ・野球部 （安田・有西）

・ソフトボール部 （小松・藤井）

・サッカー部 （堀江・中務）

生徒指導部 生徒指導 （ 安田・小松・前原 ） ・男子ソフトテニス部 （白神・谷岡）

(岡崎) 交通指導 （ 小松・安田・前原 ） ・女子ソフトテニス部 （重村・谷岡）

地域連携 （ 教頭・藤井 ） ・男子バスケットボール部 （久津間）

清掃美化 （ 羽柴・中務 ) ・女子バスケットボール部 （中山）

・剣道部 （小林）

教育相談部 教育相談 （ 春名・杉本 ） ・卓球部 （藤野・杉本）

（春名）    SC.  SSW ・陸上競技部 （前原・羽柴）

・バレーボール部 （横見・三上）

健康安全部 保健指導 （ 森上 ） ・吹奏楽部 （上仲・西村）

(森上) 防災指導 （ 中山 ） ・美術部 （岡崎）

給食指導 （ 三上・中務・白神 ） ・クラフト部 （春名）

・プログラミング部※期間限定 （藤井・白神）

・駅伝部※期間限定 （前原・久津間）

校務部 学校沿革史 （ 教頭 ）
【教頭】 学校広報 （ 藤井 ）
大谷 図書館運営 （ 西村 ）

施設営繕 （ 教頭 ）
防災 （ 教頭 ）
保健衛生 （ 森上 ） ・総務広報部（重村)　

安全点検 （ 藤野・久津間 ） ・研修部　　　（上仲）

ＰＴＡ （ 教頭 ） ・生活指導部（岡崎）

用務 （ 山本 ） ・事業部　　　（中山）
・地域支会　 （担当者）

庶務部 県費事務 （ 田中・林 ） ・学年支会 　（学年主任）

(林) 市費事務 （ 田中・林 ）
企画会議 教科書事務 （ 林・田中 ）

給食事務 （ 田中・角田 ）
表彰事務 （ 西村 ）
福祉事務 （ 林・田中 ）
公文書事務 （ 田中・林 ）
福利厚生 （ 田中・林 ）
日本スポーツ振興センター事務　（森上　　　　　　　　 ） 一般校具（田中・林）
備品管理 （ 田中・林 ） 教材校具（田中・林）

特別支援校内委員会 理科教具（中山）

会計事務 学校経理 （田中・林）
PTA会計 （教頭・林）
部活動助成会計 （林・田中）
生徒会会計 （久津間）
給食会計 （田中・林）
学年会計 （岡崎・三上・羽柴）
図書会計 （小林義・田中）

調査書作成委員会 教科会計 理科実習費　　（中山）　　　　　
技術実習費　　（白神）　　　　　　　
家庭科実習費 （藤野）　　　　　　　

親睦会会計 （森上・春名）

校長・教頭・主幹教諭
生徒指導主事
学年主任
特別支援コーディネーター

新見市立新見第一中学校

主
幹
教
諭

教
 

頭

校
 

長

企
画
会
議

学
校
運
営
協
議
会

職
員
会
議

校長・教頭・主幹教諭
生徒指導主事
学年主任
特別支援コーディネーター

特別支援学級担任
養護教諭

校長・教頭・主幹教諭
生徒指導主事
学年主任
特別支援コーディネーター

事務参事
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水

木

月
昭和の日

水
学びタイム

金

月

木

火

備北夏季総体

日

日

火

２９

火土水

火 日
学びタイム

３０月月

備北夏季総体

２９日

金 土

２８
１・２年学年末考査

火土土 月

月

日

３１
私立一次入試

火

私立一次入試

３１ 金 金木

３０
国民の休日 備北夏季総体

火 月

２年校外学習（広島）

木

金 月 ２７
１・２年学年末考査

木 金

金 土

土

２５ 木

木水

土 木 火

水
PTA奉仕作業・レク大
会

期末考査
日金

木

水

水

２８ 日 金火

２７ 土 月 金火

日 土

振替休日
金

3年学年末考査
火

日土

月
３年実力テスト ３年授業日

金

木 ２６
１・２年学年末考査

２５火

修了式
木

水

水

２３

土 火
振替休業日 ３年授業日

天皇誕生日

月

月金

２４木
中間考査
ハッピーハートフルコン
サート

日
３年授業日

水
中間考査

土 木月
勤労感謝の日

２４ 水 金

学びタイム

生徒総会(午前）
部活参観日(午後） 火日水月

2学期始業式

水土 木

２６ 金
PTA総会

日 水

２３ 火
家庭訪問
新町・三日市・木谷・
竜頭・栄町・本町　他

木 月
秋分の日３年授業日

２２ 月 水
家庭訪問
西方（思誠小学区）・金
谷）

火日

中間考査
金２１ 日

月

火

日 金
中間考査

土

月水 土日
期末考査

土
文化祭

木 火

水日火
学びタイム

土
休日（2019のみ）

土

日

金

新見市駅伝競走大会

春分の日
２０金木 木月日土

学びタイム期末考査
火

２１

木 ２２

１９ 金 日
期末考査

水
家庭訪問
塩城小学区・下熊谷

1学期終業式
月

2学期終業式県総体（～29日）
金金２０ 土 月 水

学びタイム

火

日金 １９木土 木火 水

１８土月
学びタイム

水火
職場体験学習

木 金日 水

１７ 水
家庭訪問
高尾小学区・高尾（思誠小
学区）

金 木

水１８ 木
全国・県実力テスト
専門委員会 土

金 火月水 土

学びタイム

１７火月

日火 水

火
職場体験学習

日

１４

水

土

１６ 火
家庭訪問 上市・西方
小学区 木 月金 木日

職場体験学習
学びタイム

敬老の日
土月

１５日

月

日火

１６

金日土 月
海の日

１５ 月 水
3年振替休業日
学びタイム
弁当の日

家庭訪問
旧神郷中学区・千屋小
学区 スマホ安全教室

１４ 日 火
修学旅行

金
参観日

木
体育の日

日 土 月水

土

公立特別入試
１・２年実力テスト

火 水
１・２年実力テスト
学びタイム

土

卒業式
金

保護者懇談
月

成人の日
金

火

木
公立特別入試

簿北地区ダンス発表会
火 金

１２
保護者懇談

日 木水

日１３ 土 月
修学旅行

木

１２

１３

木
保護者懇談

月 木
振替休日

土金 日
修学旅行（沖縄）退任式

PTA歓送迎会

金

水
２・３年実力テスト
専門委員会 金

木
保護者懇談

日
山の日

水 １１

１年校外学習（市民体
育館）１０ 水

学びタイム
金 日

学びタイム

木

月

公立一般入試

振替休業日
水

建国記念の日
水

保護者懇談 公立一般入試
土 火

火

１１ 木 土 火

月 水

９日 月

８ 水

１０金

運動会
土

土 火 火
保護者懇談

月

９ 火
入学式

木 日 火
保護者懇談

木
３年実力テスト

金 月
振替休業日

水
専門委員会

木
小中音楽会

土

3学期始業式
金

火

日

７ 日 火 金 日

月
1学期始業式 保護者懇談

水 土 月

土 月 火木

５

６ 土 月
振替休日

木

木
3年実力テスト

日 水

金

学びタイム
木火

土 火

土木５ 金 日
学びタイム

金
こどもの日

水

学びタイム

備北秋季総体
月

４
みどりの日

火
健康の森交流会

日 水
入学説明会

水火木
振替休日

水
専門委員会

土金
備北秋季総体

月

憲法記念日
月

４ 木

３ 水 金

土

２土 月 月日

３月 火

秋季県総体

日 金
文化の日
秋季県総体

期末考査
火

１

２ 火 木
国民の休日

金
３年実力テスト

日 水
元旦

期末考査

土

木日

火月 木 日１ 月 水
新天皇即位日

土 日

火 水月金

専門委員会
土 火

専門委員会

土

水 木

月 木
専門委員会

金

土
参観日
PTA講演会 月

保護者懇談

保護者懇談

６

水

７土金
１・２年参観日

日 ８

平成３１年4月9日現在

金

金

日

日
備北秋季総体

水

木
県駅伝大会 専門委員会

土

木


